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子ども、障害のある人、高齢者を柱に、朝日新聞厚生文化事業団は社
会福祉事業を続けています。東日本大震災では救援募金を呼びかけ、
両親を失った子どもに「こども応援金」を贈るなど、独自の救援事業に
力を入れています。ご寄付をはじめ、多くの皆様のご支援に厚く感謝を
申し上げるとともに、さらなるお力添えをお願いいたします。
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東日本大震災救援事業

朝日新聞厚生文化事業団の
主な活動　2010－11年度

　2011年3月11日に発生した東日本大震災では翌日から救援募金を呼びかけ、8
カ月間で約8万人から30億円を超えるご寄付が寄せられました。使途を「朝日新聞
厚生文化事業団に一任する」というご意思が確認できた分については、当事業団独
自の救援事業に活用させていただいています。日ごろの福祉活動を生かし、子ども・
障害のある人・高齢者に焦点を当てた以下の事業です。

■独自の救援事業
●こども応援金

　震災で両親を亡くした子ども（孤児）に「応援金」を届けています。18歳を迎えるま
で安心して暮らせるように、自由に使えるまとまったお金（未就学児・小学生300万
円、中学生200万円、高校生150万円）を、子どもに直接渡しています。孤児240人
のうち97人に計2億4200万円（11月20日現在）を贈り、「ご寄付いただいた方の気
持ちを一人でも多く届けたい」とさらに周知のための努力を続けています。

●震災に遭った子どものグリーフキャンプ
　震災で家族や身近な人を亡くした子どもの喪失体験に向き合うグリーフ（悲嘆）ケ
アに視点を置いて、日本キャンプ協会、日本ＹＭＣＡ同盟と共に「グリーフキャンプ」を
12年春から実施します。専門家の協力を得て、現地の子どもたちにていねいに向き
合える長期の活動を念頭にしています。

●被災地ビジット
　被災地の仮設住宅や幼稚園・保育園、小・中学校、障
害のある人や高齢者の施設に、音楽家などと一緒に訪問
し、楽しいひとときや安らぎの時間を過ごしていただく訪
問事業を実施しています。11年秋からバイオリニストの
川畠成道さん、歌手のおおたか静流さんとピアニストで
マジシャンの大友剛さん＝写真上、バイオリニストの千住
真理子さん＝写真下＝らが被災地を訪れています。

●陸前高田で高齢者在宅ケア
　津波により壊滅状態になった岩手県陸前高田市で、仮設住宅に近接した場所に
高齢者を支援するための拠点を設置し、現地に密着した在宅ケア事業の構築を目指
しています。医師、看護士、介護サービス従事者らと「福祉フォーラム・東北」を創設
し、地域コミュニティーづくりに取り組んでいます。



●被災地の障害のある人を支援
　岩手県内で被災した障害のある人を中心に、地域
で自立した生活が送れるように、障害のある当事者に
よる支援活動を続けています。震災直後には、障害
のある人たちの全国ネットワーク（ＤＰＩ日本会議、
全国自立生活センター協議会、ゆめ風基金ほか）に
よる被災地での活動と、原発事故で福島県いわき市から東京へ避難した人の受け
入れに1500 万円を助成しました。

●避難所に間仕切り設置
　社会福祉法人ＡＪＵ自立の家が震災直後から実施した避難所のプライバシー確
保のための間仕切り設置の活動に総額 1800 万円を助成し、協力しました。

■寄付金の贈呈
　東日本大震災の救援募金のご寄付のうち、いわゆる「義援金」として寄託され
た分や、使途についてのご意思が確認できない分については、お預かりした 24 億
5250 万円を以下のように配りました。

①宮城、岩手、福島各県 2 億円の計 6 億円
②震災孤児・遺児のための指定で宮城県 2 億 5 千万円、岩手県 2 億円、福島県
5 千万円の計 5 億円
③日本赤十字社 4 億 5 千万円
④宮城、岩手、福島、茨城の各県社会福祉協議会 1 億円の計 4 億円
⑤宮城、岩手、福島県の各共同募金会に、障害のある人や高齢者の施設、団体
などへの助成金として1 億円の計 3 億円
⑥災害ボランティアセンター運営費として市区町村
の社会福祉協議会 70 団体に計 1 億 9 千万円
⑦福島県の福祉施設に放射線量測定器 250 台を
配るため県社会福祉協議会に1250 万円

（写真は宮城県山元町の災害ボランティアセンターから派遣され、
津波に遭った家屋を片づけるボランティア）
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4 子どもの福祉

朝日新聞厚生文化事業団の
主な活動　2010－11年度

●子どもへの暴力防止プロジェクト助成

　2008年の事業団創立80周年を記念した事業です。
次代を担う子どもたちが安心して暮らせる社会を築くこ
とを目指し、10年度の21団体を含め、3年間で62団体
に計約1億4500万円を贈りました。この事業が元に
なった「子どもへの暴力防止フォーラム」も09年に続い
て10年10月に東京で開催、「子どものこえに耳を傾け
ること～『子ども被害者学』のススメ」をテーマに、デー
ビッド・フィンケルホー・米ニューハンプシャー大教授を
講師に招きました。

●児童養護施設・里親家庭の高校生進学応援金

　児童養護施設や里親家庭で暮らす高校生に、大学などの入学時の入学金、施設
設備費と支度金（上限合計100万円）を贈るものです。10年度までの3年間で67人
に贈呈。11年度も24人(総額1100万円の予定)が内定しました。

●社会的養護の当事者グループ
　全国ネットワーク「こどもっと」

　児童養護施設や里親家庭で暮らしたこと
のある人たちの当事者グループと事業団が
10年4月に結成。11年9月に静岡県・朝霧
高原で実施した「ピア･キャンプ」（2泊3日）に
は、全国の児童養護施設の高校生ら約40人
が参加しました。

●朝日夏季保育大学

　長野県諏訪市で11年7月に第58回を開
催、虐待や大震災で被災した子どものトラウ
マと手当てについてなど、多彩な講義を保育
士ら550人が聴講しました。
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●高齢者暴力防止プロジェクト助成
　だれもが心豊かに安心して老後を暮らせる社会をめざした新規事業です。高齢者
への暴力・虐待の予防や啓発、教育、ケアに取り組む新しいプロジェクトを応援する
ため、2011年5月に12団体・総額1010万円を助成しました。12年度贈呈分の募
集も11月～12年1月に実施。

●高齢者フォーラム
　11年5月、東京と大阪で「住みなれたまちで最期まで」
をテーマに開催。在宅ケアを支える診療所・市民全国ネッ
トワーク副会長の新田國夫さん、グループホームふぁみり
え・ホーム長の大谷るみ子さん、秋田県二ツ井ふくし会理
事長の丸岡一直さんらが、認知症の人の支援や東日本大震災の被災地でのケアの
あり方などを話し合いました。コーディネーターは作家の落合恵子さん。
　朝日高齢者福祉セミナー「21世紀の高齢者福祉を考える」も11年6月に名古屋
で開きました。

●高齢者施設訪問プログラム「ゆうゆうビジット」
　特別養護老人ホームなど高齢者施設の利用者と、一流の音楽
家や力士らとの交流をはかる企画です（10年2月～11年11月の実
施は全国24カ所）。千住真理子さん、川畠成道さん＝写真上＝の
バイオリンコンサート、おおたか静流さんと大友剛さんによるコン
サート、日色ともゑさん（朗読）とマリ
オネットのコンサート＝写真下左、高
砂部屋の力士との交流＝写真下右＝
に、11年度から福田進一さんのギ
ターコンサートが加わりました。

●朝日福祉ガイドブック「認知症とともに」
　「いつまでも自分らしくいたい」。認知症の人と家族の、そんな願
いに寄り添うガイドブックを作りました。①認知症の診断から治療・
介護サービスまで②「認知症」とは③認知症ケア④施設への入所
や看取りまで、の４章で、監修は滋賀県守山市で「もの忘れカフェ」
を開設している藤本クリニックの藤本直規さんと奥村典子さん。定
価1000円（10ページにあんない）。



●自閉症カンファレンスＮＩＰＰＯＮ
　国内最大の自閉症支援の会議で、10回目（2011年8月、東
京・早稲田大学）には約1000人が参加。TEACCH（ティーチ）
プログラムの第一人者、米国ノースカロライナ大学のゲーリー・

メジボフ教授＝写真上、
佐々木正美・川崎医療
福祉大学特任教授＝写
真下＝らが、これまでの
活動の成果と課題など
を語りました。併せて、メ
ジボフ教授の講演会「自
閉症を正しく理解するこ

と」を福岡市と宮崎市で開催。また、10年12月には沖縄県名護
市と那覇市で「自閉症フォーラム」も開きました。

●自閉症の世界、ＤＶＤやマンガで
　自閉症の人の考え方や感じ方の「違い」を、自
閉症の人13人が自ら語った朝日福祉ガイドＤＶ
Ｄ「自閉症の人が見ている世界」（全3巻）を制作
しました。佐々木教授、メジボフ教授が解説、自
閉症の正しい理解のための待望のＤＶＤです。各巻4300円（10
ページにあんない）。
　また自閉症のわが子に寄り添う日々を4コママンガで綴った子
育て記「100％あらたくん」（茂木和美著）の頒布も始めました。個
性的な「あらたくん」の大活躍を笑いでくるんだ作品で、自閉症の
子どもと、その家族の日常が理解できます。1冊600円。

●JC-NET（ジョブコーチ・ネットワーク）会議
　障害のある人たちの就労の橋渡し役、ジョブコーチをテーマに11年度は12年3月
10、11日に大妻女子大多摩キャンパスで開催（11年3月の会議は前日の震災のた
め中止しました）。

障害のある人の福祉

朝日新聞厚生文化事業団の
主な活動　2010－11年度
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●講演会「高次脳機能障害の人を支援する」
　交通事故や病気などの後遺症で生活上の困難
を抱える高次脳機能障害の人のための講演会を
11年は1月に東京、2月に大阪＝写真、7月に札幌、
10月に福岡で開きました。12年2月にも東京、大
阪で開催。

●全国高校生の手話によるスピーチコンテスト
　手話の普及と福祉教育の推進のため、8月に秋篠宮妃殿下
紀子さまをお迎えして東京で開催、「手話の甲子園」として定着
しています（写真は11年の第28回１位の富山国際大学付属高
校・山崎芽佑里さん）。

●聖明・朝日盲大学生奨学金
　視力障害の学生を対象とした国内初の奨学金制度として1969年に創設され、月
額3万円を貸与しています。総貸与者は11年度の43期生で194人に。歴代貸与者
の中には弁護士や大学教授、市議会議員、ピアニストなど、一線で活躍している人も
少なくありません。

●障害者歩くスキーの集い
　札幌の滝野すずらん丘陵公園で毎冬開いており、第31
回の集い（11年1月）では約140人が思い思いのペースで
スキーを楽しみました＝写真。第32回の集いは12年1月
15日。

●車いすバスケットボール
　朝日九州車いすバスケットボール選手権の
第31回大会を10年11月に沖縄で＝写真、第
32回大会を11年12月3、4日に佐賀市で、ま
た九州車いすツインバスケットボール選手権
の第22回大会を10年9月に大分県宇佐市で、
第23回大会を12年1月7、8日に沖縄で開催。
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朝日新聞厚生文化事業団の
主な活動　2010－11年度

●うつを考える講演会
　講演会「みんなでうつを考えよう」を2010年11月に東
京で開き、精神科医の香山リカさん、看護師の池田真砂
子さんのほか、うつの当事者も講師を務めました＝写真。
12年3月には東京、大阪で大野裕・認知行動療法セン
ター長を講師に開催。

●公開講座「自殺!? ちょっと待って！」
　福岡市で毎年、開催しており、第7回（11年10月）は林覚乗・南蔵院住職が「心ゆ
たかに生きる」と題して講演。東日本大震災の被災者らの心のケアも取り上げられま
した。

●アサヒベビー相談室
　都会の中で育児に悩む母親たちのための数少ない民
間の相談室です。大阪の近鉄百貨店阿倍野店＝写真、西
武百貨店高槻店、西武百貨店大津店で開設しており、10
年度の利用は計約1200人。

●生活習慣病市民公開講座
　小倉記念病院の医師らを講師に北九州市で10年度は5回、11年度は延吉正清院
長の「狭心症と心筋梗塞の最新治療と予防」（12年2月4日、北九州国際会議場）など
4回を開催。

●環境福祉シンポジウム
　「踊り場の社会　問われる福祉」をテーマに10年9月、東京で開催。宇沢弘文・東京
大名誉教授、広井良典・千葉大教授、小沢修司・京都府立大教授らを講師に、持続可
能な福祉社会のあり方を探りました。

●西部朝日福祉助成金
　10年度夏季に九州、山口の15団体に492万円、冬季に福岡県内の3団体に45万
円、また11年度夏季に9団体に255万6千円を贈りました。1986年度に創設した当助
成金は11年度で終了します。

●台風12号被災者救援金
　紀伊半島を中心にした11年9月の台風12号による豪雨災害の被災者救援のため、
募金を呼びかけ、全国から寄せられた422件972万7254円の救援金を和歌山、奈良、
三重各県の日本赤十字社支部に贈りました。
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●朝日チャリティー美術展・演奏会・茶会…
　2010年度は朝日チャリティー美術展を名古屋、大阪＝
写真①、東京で開催。画家、書家、各界著名人ら約2400
人の方々から約3000点の作品をご寄贈いただきました。
また、東京で芸大メサイア演奏会②、親子で楽しむクリス
マスコンサート、大阪で各派合同三曲演奏会③、協賛能、
各流合同茶会④を、兵庫県尼崎市で洋舞合同祭⑤、名古
屋で歳末朝日チャリティー茶会を実施しました。このほ
か、チャリティー大茶会（茶道裏千家淡交会北九州支部主
催）や上野学園慈善演奏会、杵勝会
長唄演奏会、彩季会バザーなど、多
数の催しが行われ、ご寄付が事業団
の社会福祉事業に充てられています。

11 月

12 月

3 月

26 日

8 ～ 10 日

11 日

21 日

23 日

23 日

23 ～ 25 日

25 ～ 26 日

2 ～ 5 日

24 ～ 25 日

第 53 回各派合同三曲演奏会（ＮＨＫ大阪ホール）

第 58 回朝日チャリティー美術展名古屋展（丸栄百貨店）

第 57 回歳末朝日チャリティー茶会（名古屋美術倶楽部）

第 61 回芸大メサイア演奏会（東京文化会館）

親子で楽しむクリスマスコンサート（東京・有楽町朝日ホール）

協賛能（大阪・大槻能楽堂）

第 85 回朝日チャリティー美術展大阪展（なんば高島屋）

第 59 回洋舞合同祭（兵庫県尼崎市・アルカイックホール）

第 87 回朝日チャリティー美術展東京展（松屋銀座）

第 58 回各流合同茶会（大阪美術倶楽部）

2012年3月までの主なチャリティー事業の日程

①

②

③

⑤④



朝日福祉ガイドブック・ＤＶＤのご案内

◆朝日福祉ガイドブック

◆朝日福祉ガイドDVD

【送料】1冊180円、2～3冊250円、4～5冊300円（6冊以上はお問い合わせください）

『精神障害者のホームヘルプサービス』
（800円）

『自閉症の人が見ている世界』
全3巻セット価格12,000円（12年3月まで9,900円）

各巻4,300円

自閉症の人の考え方や感じ方の「違い」について、
自閉症の人自身が語る言葉と映像は、自閉症を正
しく理解する原点。第1巻「自閉症の人の学習スタ
イル」　（63分）、第2巻「自閉症の人が好むこと」
（39分＋全3巻のダイジェスト21分）、第3巻
「13人のエピソード」（85分）。

『親と教師のための自閉症の
  子どもの評価　生活スキル編』

全4巻セット価格18,000円　各巻4,800円

自閉症の人を正しく支援する上で、すべての基礎
となる評価を詳しく、具体的に、わかりやすく映
像化しました。第１巻「評価の仕方」（65分）・第2
巻「評価のポイント」（48分）・第3巻「評価と課題
設定」（86分）・第4巻「自立のための評価」（71
分）。

『自閉症の子どもの自立課題』
全3巻セット価格13,500円

各巻4,800円

「自分はできるんだ」という感覚を養い、いろいろ
なことに取り組もうという意欲を育て、将来の自
立した活動につながる「自立課題」を詳しくやさ
しく紹介。第1巻「自立課題の選び方」（64分）・第
2巻「自立課題の作り方」（59分）・第3巻「自立課
題のできあがり」（49分）。

自閉症児の治療教育シリーズ
（米国ノースカロライナ州のTEACCHプログラム）

各巻 3,000円

『自閉症児の明日のために　TEACCHのねらい
と考え方』（49分）、『親のためのTEACCHプログ
ラム』（68分）、『教師のためのTEACCHプログラ
ム』（67分）、『青年期・成人期のTEACCHプログ
ラム』（56分）。

精神障害のある人が自分の好きな街で暮らすため、当
事者の立場にたった支援ができるように、関係者の体
験談や豊富な事例で解説

『認知症とともに』
（1000円）

認知症の人や、その家族のために、診断から治療・ケ
ア・介護サービス、施設への入所や看取りまでをイラ
スト入りで分かりやすく解説

お申し込み・お問い合わせ
ご希望の方は電話かＦＡＸ、電子メールで下記までお申し込みください（タイトル名、数量、送り先、電話番号を明記）。

朝日新聞厚生文化事業団　朝日福祉ガイドブック・DVD係
〒104-8011　東京都中央区築地5-3-2

tel：03-5540-7446　　fax：03-5565-1643

ホームページ（http://www.asahi-welfare.or.jp/）からもお申し込みができます。

『自閉症の人たちを支援するということ』
（800円）

ＴＥＡＣＣＨプログラムの最高責任者、米ノースカロ
ライナ大のメジボフ教授が自閉症とプログラムの内
容を分かりやすく解説

『自閉症のひとたちへの援助システム』
（500円）

『100%あらたくん』 （600円）

ＴＥＡＣＣＨプログラムの実践例を紹介し、日本でい
かに生かすかを提案

自閉症のあらたくんが大活躍の4コママンガ。自閉症
の理解に役立ちます

ほかに『きみといっしょに』（500円）、『くるまいす-第3改訂版』（300円）、
『新・川崎病がわかる本ー改訂増補版』（500円）、『小児ぜんそくは治る』（500円）など

【送料】7巻まで500円（8巻以上はお問い合わせください）

10 朝日福祉ガイドブック・ＤＶＤのご案内



11ご寄付について

　社会福祉事業を行うためのご寄付を
受け付けています。朝日新聞厚生文化
事業団の社会福祉事業は、皆様からの
ご寄付で実施されています。事業を指定
した寄付も歓迎です。個人、法人ともに
税法上の優遇措置があり、寄付者名・団
体名は朝日新聞の地域面に掲載します
（千円以上。匿名扱い可）。相続税が非
課税となる遺贈・遺言のご相談も含め、
当事業団へお問い合わせください。

ご寄付について

00130・1・9166　加入者名＝朝日新聞厚生文化事業団（通信欄に「寄付」と
明記。領収書不要の場合も付記を。差し支えなければ寄付の動機も）。事業団が
振込料金を負担する振替用紙をご請求ください。
「三井住友銀行新橋支店　普通　303668」（銀行振り込みの場合は事業団へ
電話連絡をお願いします）
朝日新聞本社内の事業団窓口（平日午前10時～午後6時）、朝日新聞総局など
事業団ホームページから電子マネー「ちょコム」募金

事業団へのご寄付は次のような寄付金控除を受け取ることができます。
寄付金から2千円を差し引いた金額が寄付者の年間所得から控除されます。限
度額は年間所得の40％です。この優遇を受ける場合、確定申告をしていただく
必要があります。
当事業団に対するご寄付は、その寄付金の合計金額と寄付金の損金算入限度
額のいずれか少ない金額が損金に算入されます。詳細はお近くの税務署、税理
士にご確認ください。
相続により取得した財産の一部または全部をご寄付された場合、ご寄付された
財産について相続税は課税されません。また、遺贈については信託銀行と提携し
ています。

遺贈・遺言セミナーと遺贈パンフレット
遺贈の仕組みや遺言書がない場合のデメリットなどをわかりやすくまとめた小冊子（Ａ5
判、20ページ）を、ご希望の方に無料でお送りします。事業団の各事務所に電話、ファクス
などでご請求ください。
「老いじたく～あなたの財産を未来に」をテーマにした遺贈・遺言セミナーを、弁護士の中
山二基子（ふきこ）さんらを講師に各地で開催しています。

郵便振替

現金受付

銀行振り込み

インターネット

法人の場合

個人の場合

相続税について
の優遇措置

主な寄付方法

寄付金控除

皆様からのご寄付は以下のような事業に使われます
（2011年度事業活動予算）

障害のある人の福祉
33％

高齢者の福祉
27％

ガイドブック・DVD
8％

医療・公衆衛生
福祉啓発等
3％

西部福祉助成金
2％

子どもの福祉
27％

（東日本大震災こども応援金を除く）



■本部
〒１０４－８０１１　東京都中央区築地５－３－２
ＴＥＬ０３（５５４０）７４４６　ＦＡＸ０３（５５６５）１６４３
■大阪事務所
〒５３０－８２１１　大阪市北区中之島３－２－４
ＴＥＬ０６（６２０１）８００８　ＦＡＸ０６（６２３１）３００４
■西部事務所
〒８０３－８５８６　北九州市小倉北区室町１－１－１
ＴＥＬ０９３（５６３）１２８４　ＦＡＸ０９３（５６３）１２８７
■名古屋事務所
〒４６０－８４８８　名古屋市中区栄１－３－３
ＴＥＬ０５２（２２１）０３０７　ＦＡＸ０５２（２２１）５４５３

http://www.asahi-welfare.or.jp/
E-mail mail@asahi-welfare.or.jp

※ご寄付で朝日新聞厚生文化事業団が手数料を負担する「郵便振替用

紙」をご希望の方はご請求ください。

　【口座番号「００１３０－１－９１６６」】

※銀行振込の場合は事前にご連絡下さい。

　【三井住友銀行新橋支店　普通「３０３６６８」】

※ご寄付は各地の朝日新聞本社・支社・総局でもお受けします。

※遺贈の仕組みや遺言書がない場合のデメリットなどをまとめた小冊

子「遺贈」（Ａ５判、２０ページ）を、ご希望の方に無料でお送りします。

各事務所に電話、ファクスでお気軽にご請求ください。

ご寄付や事業についてのお問い合わせは
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社会福祉法人 朝日新聞厚生文化事業団

「朝日の社会福祉 ２０１０ - ２０１１ 年度の活動」
 ２０１１ 年１１月発行


